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来
賓
に
古
曳
保
正
先
生

本
座
高
校
同
窓
会
昭
和
六
十
二

年
度
通
常
総
会
は
、

去
る
六
月
十

一
日
働
午
後
三
時
よ
り
埼
玉
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
本
産
で
開
催
さ
れ
た
。

憤
例
の
恩
師
招
零
と
し
て
、

本
年

度
は
古
曳
保
正
元
校
長
の
御
出
席

を
得
た
。

総
会
終
了
後
は
記
念
演

奏
会
と
し
て
格
調
高

い
柏
グ
リ
ー

ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱
国
の
世
界
の

民
謡
を
聴
き
な
が
ら
テ
ィ

パ
ー
テ

ィ
に
時
を
過
し
た
。

総
会
は
江
原
会
計
指
揮
に
よ
る

校
歌
斉
唱
で
は
じ
ま
り
、

吉
田
副

会
長
の
司
会
、

立
川
副
会
長
が
会

長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
、

竹
並

副
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、

一
、

昭
和
六
十
二
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

二
、

監
査
報
告

二
、

役
員
改
選

四
、

新
会
長
挨
拶
並
び
に
新
役

員
紹
介

五
、

昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計

函
並
び
に
収
支
予
算
案
承
認

以
上
の
議
事
が
審
議
さ
れ
、

い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
会

一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
来
費
と
し
て
本
年
度

着
任
さ
れ
た
母
校
校
長
新
藤
格
先

生
及
び
恩
師
の
吉
曳
保
正
先
生
よ

り
ご
祝
辞
を
項
き
盛
会
裡
に
終
了

し
た
。

昭
和
６３
年
度

事
業
計
画

６３
年
４
月

定
例
役
員
会

５
月

定
例
役
員
会

岡
窓
会
会
報

岬
発
行

６
丹

定
例
役
員
会

通
常
総
会
開
催

７
月

定
例
役
員
会

高
校
野
球
応
援

８
月

定
例
役
員
会

９
月
　
定
例
役
員
会

中
高
連
絡
会

１０
月
　
定
例
役
員
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
の
懇

談
会

１１
月
　
定
例
役
員
会

会
員
レ
ク
リ
ュ
ー
シ

ョ

ン

・２
月

６４
年
１
月

２

月

同
窓
会
会
親
剛
発
行

定
例
役
員
会

定
例
役
員
会

定
例
役
員
会

新
年
会

支
部
長
会
議

３
月
　
定
例
役
員
会

新
会
員
入
会
式

岡
部
支
部
結
成

去
る
十
月
二
十
九
日
往
午
後
二

時
よ
り
、

岡
部
町
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
、

岡
同
窓
会
長
を
始
め

本
部
役
員
を
来
密

に
迎
え
、

岡
部

支
部
が
結
成
さ
れ
支
部
長
に
茂
本

肇
氏

（旧
中

１４
卒
岡
部
町
長
）
を

選
出
し
た
。

!Ⅲ
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親
愛
な
る
同
窓
生
の
皆
様
、

ご

清
祥
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

県
立
本
庄
高
校
も
昨
年
秋
、

日

出
度
く
創
立
満
六
十
五
周
年
を
迎

え
引
続
き
限
り
無
い
発
展
を
遂
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

大
五
十

一
年
母

校
創
立
以
来
現
在
迄
、

実
に
二
二
、

六
〇
〇
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、

社
会
の
各
界
各
層
で
極
め
て
多
彩

な
活
躍
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

従

い
ま
し
て
同
窓
会
も
漸
次
拡
大
に

拡
大
を
重
ね
、

地
域
別
支
題

一〇
、

事
業
所
別
支
部
四
を
数
え
る
大
き

な
組
織
に
発
展
い
た
し
ま
し
た
。

同
窓
会
員
と
し
て
卸
岡
慶
の
至
り

に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、

同
窓
会
運

営
の
基
盤
と
な
る
会
安
納
入
制
度

も
終
身
会
費
金
壱
万
円
也
と
年
会

費
壱
障
円
也
の
二
種
類
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、

終
身
会
費
ご
納
入
三

六
五
名
、

年
会
費
ご
納
入

一
八
八

名
の
協
力
者
が
あ
り
ま
し
た
。

当

初
か
ら
の
終
身
会
費
の
納
入
者
総

数
は

一
、

五

一
六
名
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
実
績
も

一
重
に
、

会
員
各

位
の
温
か
い
ご
理
解
と
、

積
極
的

な
ご
協
力
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
し
、

有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
、

同
窓
会
長
を
お
引
受
け
す

同
慈
会
長

岡

　

統

孝

る
に
当

っ
て
公
約
し
た
年

に
二
日

の
会
報
の
発
行
も
、

今
年
度
下
半

期
で
第
十
号
と
な
り
ま
す
。

五
年

間
無
事
会
長
職
を
全
う
で
き
た
の

も
会
長
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
の

賜
と
豪
心
よ
り
感
謝
中
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

今
後
共
、

母
校
並
び
に
同
窓
会

発
展
の
た
め
同
窓
会
本
部
役
員

一

同
、

総
力
を
結
集
し
て
努
力
し
献

身
す
る
こ
と
を
お
誓

い
し
ま
す
。

終
り
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

繁
米
を
ご
祈
念
申
し
■
げ
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

☆

　

　

☆
　
　
　
☆

新
年
懇
親
会

，

と
　
き
　
一
一月
十
八
日
働

と
こ
ろ
　
本
座
市
　
五
州
園

支
部
長
会
議
　
午
後
三
時

懇
親
会
　
　
　
午
後
五
時

会
費
　
一二
、

〇
〇
〇
円

申
込
　
一
月
二
や

一
日
迄
周
窓

会
事
務
局
ま
で

昭
和
６４
年
度

通
常
総
会

と
　
き
　
一ハ月
十
七
霞
側

午
後
ｒ
蒔

と
こ
ろ
　
本
産
市
埼
玉
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル

総
会
、記

念
音
楽
会
、

親
睦
会

親
睦
会
希
望
者

会
費
二
、

○
○
○
円

〈
お
伝
え
〉

来
年
度
年
賀
状
は
取
士
め
ま
す
。

ス 田 ― ガ ン

1.名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛 じ

母校の発展に寄与 しよう。

1.本 高園窓会の旗の下に結集 し、地域に

番り高い文化の花を咲かせよう。

1.人 間関係を大切にし、会員相互間に親

睦の輪を拡げよう。

1,組 織を整備強化 し、機能的な連絡網を

拡充 して、同窓会の活性化を図ろう。

1.建 学の精神を尊重 し、後輩の指導育成
に努めよう。
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日
脚
が
め

っ
き
り
短
く
な
り
、

今
年
も
い
よ
い
よ
押
し
譜
ま

っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
会
員
の
管
様
に

は
益
々
御
発
展
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
の
近
況
報
告
を
と
い
う
編

集
部
の
ご
要
望
に
、

極
め
て
概
播

的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

金
て
の
部

の
活
動
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
で

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
発
な
運
動
部
や
、

低
調
な
文

化
部
と
い
う
傾
向
が
こ
の
数
年
統

い
て
い
ま
す
。

管
様
も
そ
れ
ぞ
れ

が
部
活
に
つ
い
て
は
想
い
出
を
お

持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後

と
も
惜
し
み
な
い
応
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（　
）内
数
字
は
、

五
月
現
在
の

部
員
数
で
男

・
女
の
順
。

文
化
部

囲
碁

・
将
棋
部

（
距

・
６
）
土

曜
日
の
放
課
後
が
活
動
日
、

各
種

大
会
に
参
加
し
、

入
賛
を
目
指
し

て
い
る
。

写
真
部

（
７

・
２
）
本
年
の
テ

ー
マ
は

「学
校
生
活
の
記
録
」
校

内
展
を
主
に
活
動
し
て
い
る
。

新
聞
部

（
３

・
５
）
部
員
が
少

な
く
、

部
本
来
の
機
能
が
損
わ
れ

教

顕

松

て
い
る
の
は
寂
し
い
。

図
書
部

（
０

・
１２
）
前
半
は
堀

辰
雄
を
取
り
上
げ
、

権
樹
祭
に
は

病

辰
雄
と
軽
井
沢
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
参
加
、

後
半
は
部
誌

「白

い
森
」
の
発
行
に
精
力
を
傾
注
。

放
送
部

（
６

ｏ
・３
）
学
校
諸
行

事
の
運
営
に
大
き
く
貢
献
、

今
年

は
放
送
コ
ン
ア
ス
ト
、

技
術
講
習

会
に
も
積
極
的
に
参
加
。

校
内
放

送
設
備
の
老
朽
化
が
融
立

つ
。

文
芸
部

（
１３

・
８
）

「大
学
入

試
か
ら
み
た
国
語
の
問
題
」
と
い

う
テ

ベー
マ
で
相
樹
察
に
参
加
。

詩

集

「逸
し
」
、

他
２
回
の
詩
集
の

発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

漁
劇
部

（
１

・
１４
）
枝
内
公
演

を
年
３
回
、

他
高
校
と
の
交
流
で

奉
の
合
同
公
演
が
定
着
じ
た
。

美
術
部

（
５
，
Ｍ
）
県
展
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
展
覧
会

へ
の
出

品
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
部
員

一
人
年

五
～
八
作
品
の
製
作
に
励
む
。

書
道
部

（
１

，
８
）
各
種
展
覧

会
に
お
い
て
目
党
ま
し
い
好
成
績

を
収
め
る
。

日
本
武
道
館
学
生
書

道
展
で
は
高
校
生
の
部
第

一
席
、

団
体
優
良
賞
に
輝
く
。

吹
審
楽
部

（
６

・
６．
）
恒
例
の

定
演
を
中
心
に
年
十
回
左
撃
え
る

演
薬
会
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

男

子
部
員
の
増
が
欲
し
い
。

英
語
部

（
８

・
Ю
）
２
名
の
部

員
の
海
外
生
活
経
験
が
刺
激
と
な

っ
て
活
動
が
高
ま

っ
て
来
た
。

社
研
部

（
３

・
１８
）

「武
蔵
武

士
」
が
研
究
テ
ー
マ
。

県
内
の
城

郭
や
武
士
に
つ
い
て
現
地
調
査
。

又
、

「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
」
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
る
。

考
古
部

（７

・
６
）
新
し
い
試

み
と
し
て
海
外
の
考
古
学
に
目
を

向
け
る
。

「中
米
の
遺
跡
群
」
で

柏
樹
祭
に
参
加
。

マ
ヤ

・
ア
ス
テ

カ
の
石
造
物
の
模
型
を
展
示
。

化
学
部

（
１１

・
３
）
生
活
化
学

に
注
目
し
、

環
境
汚
染
に
関
す
る

基
本
的
な
実
験
に
取
り
組
む
。

生
物
部

（
０

・
５
）
両
生
類
の

飼
育
と
発
生
の
観
察
、

本
産
市
の

野
鳥
観
察
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
学
部

（
８

ｏ
ｌ６
）
太
陽
の
黒

点
、

気
象
、

流
星
、

地
質
等
の
概

測
を
継
続
調
査
、

男
子
部
員
の
少

な
い
の
が
気
が
か
り
…
‥

電
気
部

（
能

・
２
）
伝
統
の
無

線
部
門
が
停
滞
、

パ
ソ
コ
ン
、

プ

ロ
グ
ラ
ム
製
作
が
活
動
の
主
流
。

茶
遺
部

（
０

・
６４
）
柏
欄
察
大

茶
会
ま
で
が
最
盛
活
動
期
、

秋
の

陽
の
つ
る
べ
落
し
に
家
路
に
急
ぐ

者
も
い
る
が
、

二
丹
茶
会
に
備
え

し
び
れ
を
こ
を
え
る
部
員
が
多
い
。

運
動
部

弓
遺
部

（
１８

・
２３
）
右
段
者
が

部
員
の
過
半
数
を
超
え
て
い
る
。

何
と
か
し
て
今
の
道
場
で
は
な
く

新
し
く
道
場
を
整
備
し
た
い
。

で

き
れ
ば
全
国
大
会
出
場
も
夢
で
は

な
い
の
だ
が
‥
…

剣
道
部

（
１１

・
１５
）
県
北
大
会

で
は
男

・
女
そ
れ
ぞ
れ
八
位
、

四

位
と
善
戦
し
て
い
る
が
県
大
会
に

は
あ
と

一
歩
で
涙
を
飲
む
。

柔
遺
部

（
１４

・
５
）
団
体
戦
は

県
大
会
出
場
が
な
負
気
ち

た
が
、

個
人
戦
中
量
級
で
県
北
二
位
、

大

会
に
出
場
。

サ
ッ
カ
ー
部

（
距

。
３
）
全
国

的
に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
埼
玉

県
は
今
戦
園
時
代
に
突
入
、

県
内

の
上
位
チ
ー
ム
に
成
長
じ
た
本
校

と
し
て
は
県
代
表
の
座
を
勝
ち
と

り
、

全
国
大
会
で
の
上
位
進
出
を

目
指
す
。

硬
式
テ
ニ
ス
部

（
３５

・
５。
）春
、

秋
の
大
会
で
は
県
北
予
選
を
勝
ち

抜
き
県
大
会
出
場
、

最
高
成
績
は

男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
県
ベ
ス
ト
十
六

位
、

そ
れ
に
し
て
も
コ
ー
ト
が
男

女
各

一
面
ず

つ
で
は
練
習
の
絶
対

量
が
全
く
不
足
。

軟
式
テ
エ
ス
部

（
１８

・
・３
）
男

子
が
秋
の
新
人
戦
で
県
北
二
位
、

県
大
会
二
回
戦
ま
で
進
出
、

今
後

男
子
の
活
躍
に
期
待
、

女
子
は

一

人
の
一
軍
生
が

一
年
生
十
二
名
を

指
導
し
て
い
る
段
階
。

水
泳
部

（
１９

・
狙
）
部
員
数
が

増
え
練
習
に
活
気
が
出
る
。

県
北

大
会
で
は
男

・
女
そ
れ
ぞ
れ
総
合

で
上
位
だ
が
、

ス
イ
ミ
ン
グ
選
手

が
そ
ろ
う
県
大
会
で
は
適
用
し
な

い
。ス

キ
ー
部

（
１１

・
２
）
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
陸
ト
レ
に
励
む
。

ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
種
目
で
県
強
化
選
手
に

な

っ
て
い
る
部
員
が

一
名
。

野
球
部

（
２９

・
４
）
こ
の
数
年

夏
の
大
会
が
不
本
意
な
結
果
で
残

念
、

た
だ
単
に
技
術
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
、

俸
力
面
、

精
神
面
な

ど
全
体
的
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要

で
あ
る
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

（０

。
１５
）

熱
心
に
練
習
に
励
み
全
体
的
に
技

術
が
向
上
、

特
に
投
手
力
の
整
備

を
図

っ
て
県
北
大
会
を
突
破
し
、

県
大
会
へ
の
出
場
を
目
指
す
。

体
繰
部

（
貶

。
１５
）
本
県
の
体

操
競
技
は
全
国
的
レ
ベ
ル
で
常
に

３
位
を
下
ら
な
い
。

そ
の
中
に
あ

っ
て
本
校
男
子
チ
ー
ム
は
六
位
に

入
賛
。

女
子
も
有
望
新
人
が
入
部

し
て
い
る
の
で
、

今
後
、

男
女
と

も
活
躍
が
期
待
で
き
る
。

卓
球
部

（
７

，
７
）
こ
の
十
年

来

つ
ね
に
県
北
で
は
上
位
を
占
め

県
大
会
出
場
の
実
績
を
残
し
て
来

た
。

本
年
も
こ
の
伝
統
を
守
り
県

大
会
出
場
は
果
し
て
い
る
。

さ
ら

に
県
大
上
位
入
賞
を
目
指
し
部
員

一
同
頑
濃

っ
て
い
る
。

陸
上
競
技
部

（
２。

．
６
）
二
段

跳
で
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
関

東
大
会
に
出
場
、

県
北
で
は
男
子

，

総
合
で
二
～
二
位
の
位
憲
に
あ
る
。

今
後
は
県
北
総
合
優
勝
、

全
国
大

会
出
場
を
目
指
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
働
（
２．

．
０
）

現
状
で
は
一
常
時
安
定
し
た
成
績

を
残
す
こ
と
は
困
難
だ
が
、

４
回

の
県
北
大
会
で
優
勝
二
回
、

準
鶴

勝
、

二
位
各

一
回
ず

つ
と
ヨ
ン
ス

タ
ン
ト
に
上
位
を
占
め
、

県
大
会

で
は
ベ
ス
ト
千
六
位
ま
で
進
出
。

パ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
衡
（０

。
２５
）

県
大
会
上
位
進
出
を
目
指
し
て
毎

日
休
む
こ
と
な
く
練
習
に
励
む
。

選
手
の
大
型
化
が
進
む
な
か
で
平

均
身
長

一
五
八
糎
の
チ
ビ
ッ
ヨ
チ

ー
ム
が
国
体
予
選
で
は
県
北
で

一

位
と
な
り
、

自
信
を

つ
け
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
働

（
１９

・
６
）

六
月
に
こ
年
生
が
引
還
、

新
チ
ー

ム
で
現
在
県
北
八
位
、

二
年
生
部

長
を
中
心
に
県
大
出
場
を
爵
指
す
。

パ
ス
ケ
ッ
ト
部
働

（
Ｏ

・
２２
）

少
数
精
鋭
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
北

予
選
四
位
県
大
会
出
場
を
果
し
、

県
ベ
ス
ト
十
六
位
入
り
は
な
ら
な

か

っ
た
が
県
北
代
表
と
し
て
立
派

な
試
合
を
行

っ
た
。

ポ
ク
シ
ン
グ
部

（
距

・
５
）
本

高
ボ
ク
シ
ン
グ
場
で
行
わ
れ
る
県

新
人
大
会
に
備
え
ヨ
ン
デ
ィ
ン
密

ン
を
調
整
中
。

フ
ラ
イ
、

バ
ン
タ

ム
両
級
の
優
勝
を
狙

っ
て
い
る
。

登
山
部

（７

・
１
）
上
越
、

秩

父
、

商
北
ア
ル
プ
ス
、

尾
瀬
方
面

を
主
に
年
間
七
回
の
出
行
谷
徳
を

実
施
し
て
い
る
。
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私
は
昭
和
十
七
年

（第
二
次
世

界
大
戦
勃
発
の
翌
年
）
本
中
に
入

学
を
し
た
。

入
学
者
百
五
士
岳
負

本
庄
町
か
ら
入
学
し
た
者
は
二
十

二
名
で
あ

っ
た
。

開
戦
の
翌
年
で

あ
り
、

服
装
も
戦
斗
帽
、

国
防
色

（黄
緑
色
）
の
軍
服
に
似
た
服
、

ゲ
ー
ト
ル
を
巻
く
と
い
っ
た
姿
で

登
下
校
し
、

枝
内
で
は
兼
足
で

一

日
を
過
ご
し
た
。

そ
の
こ
と
か
ら

当
時

「
ニ
ワ
ト
リ
学
校
」
と
去
わ

れ
た
。

授
業
料
も
県
内
四
円
、

県

外
五
円
で
貨
幣
価
値
の
差
が
う
か

が
え
る
。

先
生
を
は
じ
め
上
級
生
に
は
絶

体
服
徒
で
あ
り
、

時
に
は
上
級
生

に
欠
礼
し
た
り
、

失
敗
し
た
り
し

て
往
復
ビ
ン
タ
を
張
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

入
学
し
た
五
月
に
は
軽

井
沢
剛
健
行
軍
が
あ
り
、

熊
ノ
平

で
ダ
ウ
ン
。

翌
年
全
校
で
四
着
と

い
う
自
分
で
も
思

っ
て
み
な
か

っ

た
成
績
を
と
り
、

小
学
生
時
代
か

ら
体
育
を
不
得
憲
と
し
て
い
た
私

が
、

そ
の
後
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る

大
き
な
き

つ
か
け
と
な

っ
た
。

二
年
の
後
半
か
ら
動
労
奉
仕
と

旧
中

一
一十
二
田
卒

山

中

い
っ
て
農
家
の
手
伝

い
に
狩
り
出

さ
れ
、

食
糧
増
産
と
い
う
国
策
に

協
力
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

三
年
に
な
る
と
学
校
報
国
隊
が

結
成
さ
れ
、

軍
事
的
な
要
請
に
従

い
、

軍
事
施
設
の
建
設
作
業
に
従

事
し
た
。

ま
た
、

戦
局
も
益
々
悪

化
し
、

同
年
後
半
に
は
軍
需
工
場

に
動
員
さ
れ
、

兵
器
や
飛
行
機
部

品
の
生
産
に
携
わ
っ
た
。

学
校
も

下
級
生
が
残

っ
て
い
た
が
、

授
業

よ
り
軍
事
教
錬
や
食
糧
増
産
の
た

め
の
農
作
業
が
中
心
で
あ

っ
た
よ

う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
、

生

徒
数
名
が
学
校
で
使
用
し
て
い
る

三
八
式
歩
兵
銃
を
千
葉
柏
部
隊
に

搬
送
す
る
ょ
う
命
●
ら
れ
た
。

私

も
そ
の

一
人
で
あ

っ
た
が
ヤ
四
日

夜
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
Ｂ
２９
の

空
襲
を
受
け
、

本
産
に
も
焼
夷
弾

が
投
下
さ
れ
被
書
を
受
け
た
。

十

五
日
早
朝
銃
を
積
ん
だ
ト
ラ
ツ
ク

に
乗
り
出
発
し
た
が
、

途
中
熊
谷

は
廷
焼
中
で
あ
り
市
内
が
通
過
で

き
ず
遥
固
し
て
柏
に
向

っ
た
。

正

午
過
ぎ
部
隊
に
到
着
し
た
が
、

す

清

で
に
終
戦
の
詔
勅
が
発
せ
ら
れ
て

お
り
、

呆
然
自
失
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

九
月
か
あ
学
校
へ
復
帰
し
た
が
、

敗
戦
は
日
本
の
政
治

・
経
済

・
文

化
は
勿
論
、

す
べ
て
の
生
活
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

軍
国

主
義
か
ら
民
主
主
義

へ
、

教
育
も

勿
論
大
変
革
を
逐
げ
、　

一
挙
に
訪

れ
た
こ
の
変
革
に
教
師
も
生
徒
も

声
惑
う
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

今
ま
で
の
抑
圧
か
ら
解
放
さ
れ

学
校
へ
戻

っ
た
も
の
の
、

学
校
は

窓
ガ
ラ
ス
は
破
れ
、

グ
ラ
マ
ン
の

銃
撃
で
被

っ
た
弾
痕
も
そ
の
ま

＼

校
庭
は
事
畑
と
な
り
、

そ
の
荒
廃

も
著
し
か

っ
た
。

そ
の
中
で
生
徒

が
先
づ
手
掛
け
た
も
の
は
グ
ラ
ン

ド
の
整
地
造
成
で
あ

っ
た
。

家
か

ら
道
具
を
持
参
し
汗
を
流
し
た
。

そ
し
て
生
徒
の
発
案
に
よ
り
、

学

年
対
抗
野
球
大
会
が
開
か
れ
、

そ

の
中
か
ら
有
望
選
手
が
選
ば
れ
戦

中
中
断
さ
れ
て
い
た
野
球
部
が
再

生
し
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
用

具
も
乏
し
く
、

先
輩
か
ら
お
音
を

い
た
だ
き
、

食
糧
難
の
中
で
空
腹

を
か

ヽ
え
て
の
ス
タ
ト
ト
で
あ

っ

た
。昭

和
二
十

一
年
五
月
、

埼
玉
県

中
等
学
校
春
季
野
球
大
会
が
再
開

さ
れ
、

十
七
校
が
参
加
し
、

硬
球

が
入
手
で
き
な
い
た
め
、

軟
球
を

使

っ
て
の
大
会
で
あ

っ
た
。

本
中

は
志
木
商
、

川
口
中
、

不
動
岡
中

を
破
り
決
勝
に
進
出
、

熊
谷
中
と

対
戦
延
長
十
回
二
―

一
と
逆
転
サ

ヨ
ナ
ラ
で
こ
れ
を
降
し
、

戦
後
初

の
県
大
会
で
優
勝
し
た
。

当
時
、

本
中
開
綾
以
来
の
快
挙
と
し
て
、

学
校
全
体
に
希
望
と
自
信
を
与
え

る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
、

硬
式

一
週
間
の
練
習
で
当
時
甲
子
園
常

連
の
相
生
中
を
も
破
り
、

フ
ァ
ン

を
熱
獲
さ
せ
た
。

同
年
夏
、

全
国
中
等
学
校
野
球

大
会
が
復
活
し
、

県
予
選
で
は
与

野
農
商
、

浦
和
商
業
、

深
谷
商
業

を
破
り
浦
和
中
と
決
勝
で
対
戦
七

―

一
と

一
方
的
に
こ
れ
を
破
り
優

勝
、

南
関
東
大
会

（埼
玉
、子

薬
、

神
奈
川
代
表
）
に
進
出
、

横
浜
商

業
に
延
長
十
回
四
―
五
と
サ
ヨ
ナ

ラ
負
け
を
喫
し
、

甲
子
園
出
場
の

夢
を
絶
た
れ
た
。

当
時
新
聞
の
本

中
評
で
懇
駅
で
来
い
、

技
で
来

い
」

と
書
か
れ
た
が
、

現
在
と
は
違
う

と
は
い
え
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
大

学
進
学
と
い
う
の
も
珍
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
後
二
十
五
年
ま
で
南
関
東

大
会
に
出
場
し
た
が
、

不
運
に
も

甲
子
園
へ
出
場
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。

し
か
し
、

卒
業
後
、

大
学
選
手
、

ノ
ン
プ
ロ
、

プ
ロ
の

選
手
と
し
て
活
躍
し
た
先
輩
も
多

以
上
、

私
の
中
学
時
代
の
こ
と

を
書
い
て
み
た
が
、

先
輩
と
し
て

誰
し
も
、が
、

本
高
が
学
業
、

ス
ポ

Ｔ
買
よ
り
続
を
】
終
身
会
費
納
入
者
芳
名

閉
‐７

門
倉
慾
夫
　
金
子
園
子
　
高
橋
良
手

高
博

笹
井
　
均
　
田
野
業
代
　
林
　
笛
枝

村
野
知
恵
子

失
崎
　
永
　
西
沢
玲
子

高
１９

小
林
令
子
　
高
橋
徳

一

高
２。

田
島
祥
治

高
２‐

市
坪
孝
子
　
古
川
信
介

商
２２

湯
本
　
衛

苗
２３

木
村
博
子
　
清
水
　
稔
　
下
平
勝
久

商
郷

田
鳴
　
明

商
２５

朝
川
茂
夫

高
西

昔
川
益
弘

高
″

飯
鳴
　
治
　
飯
壕
み
ど
り

今
　
幸
子

杉
本
　
院

務
２８

松
井
　
努
　
奉
山
成
二
郎

永
醸
影
彦

雨
費
君
子

高
２９

新
井
　
亨

高
３。

―
ツ
共
に
県
北
の
雄
と
し
て
の
憲

地
を
み
せ
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い

る
。

本
高
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長

本
庄
東
中
学
校
校
長

永ヽ
田
好

一
　

久
圏
真
理
争

高
範

久
題
　
晃

務
３４

大
容
畠
奉
　
福
島

一
美
　
川
題
　
博

鶴
田
文
彦
　
山
田
幸
恵

商
３５

馬
場
美
智
子

山
田
文
彦
　
根
岸
秀

一

商
３６

須
藤
裕
司

商
３７

川
松
朋
毒
　
野
村
拓
也
　
高
橋
知
佐

定
４

日
向
五
主
二

山
田
正
男

定
１２

野
本
英
幸

高
３８

反
保
博
也
　
鳥
羽
正
幸
　
須
藤
和
枝

山
口
仁
士

高
３９

紙
谷
政
彦
　
高
橋
大
介
　
藤
本
恵
手

古
川
　
愛
　
早
崎
丈
恭

高
４。

倉
林
真
帆



昭和63年村月28日 本 高 岡 窓 会 報 第10号    (4)

親
愛
な
る
同
窓
生
の
管
様
、

私
達
は
母
校
へ
の
寄
与
貢
献

と
会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
念
願
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が

主
た
る
基
礎
財
源
は
終
身
会
史

（壱
冴
円
）
を
主
と
し
て
い

ま
す
。

未
組
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
費
ご
納
入
の
際
に
は
左
記
田
座
に
ご
入
金
下
さ
い
。

郵
便
局
振
込
田
座
番
号
東
京
三
―
一
八
七
〇
二
〇
、

又
は
埼

玉
銀
行
普
通
預
金
田
座
番
号
本
庄
一
八
九
十

一
〇
七
七
七
三

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

熱
簿
納
入
者
芳
名

や
１

相
対
徳
平
　
卜

部
音
太
郎

金
子
　
満

中
２

絵
野
沢
幸
之
助

小
谷
野
四
郎

大
島
四
郎

春
山
通
雄
　
早
野
右
男
　
井
出
　
孝

中
３

飯
島
武

一
　

長
壕
祐
二
　
相
島
事
久
司

堀
越
茂
三
郎

中
４

青
本
壌
太
郎

斎
藤
　
肇

中
５

小
池
保
次
　
清
水
憲
次
　
中
原
誠

一

中
６

金
井
次
夫

中
７

大
本
語
横

63

4

20

中
８

石
田
義
信

倉
林
正
蔵

中
９

金
子
秀
雄

野
沢
　
要

中
１０

高
柳
康
治

中
１１

岩
瀬
正
治

渋
谷
和
紀

奈
筆
亀
雄

中
セ

金
井
英
雄

中
１３

飯
壊
雅

一

大
林
文
雄
　
柿
沢
総

一

下
山
武
雄
　
水
上
光
歓

鈴
木
睦
二
　
須
藤
徳
二

福
鳴
英
雄
　
昔
岡
樹
作

黒
沢
公
共
　
紺
野
裏
教

田
島
稲
造
　
西
山
章
二

町
田
英
雄
　
松
永
広
緒

倉
林
仙
之
助

岡
部
緩
作
　
本
村
昌
文

小
林
幸
夫
　
東
村
敏
夫
　
徳
世
　
敬

中
１４

河
野
尋
則
　
神
戸
義
二
　
徳
江
文
吉

茂
本
　
捧
　
横
堀
正

一

中
１５

海
澤
　
剛
　
亀
岡
基
雄
　
久
保
田
韻

倉
林

．晴
　
篠
霞
　
登
　
谷
矢
敏
夫

戸
谷
金
春

中
１６

岩
平
　
倫
　
卜
部
保
夫
　
本
戸
問
弘
業

坂
本
義
雄
　
鈴
木
　
実
　
野
口
敏
雄

中
１７

浦
水
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